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生体鉱物の国際会議－特に生化学の分野から

秋山雅彦笑

昨年1 0月、三重県の賢島で開催された国際会

=(The3rdlmternationalSymposiumonthe

MechanismofBiomneralizatloninInverte-

bratesandPlantS)は，化石研究会の会員が組

織委員として力量を発揮したことと，会議を通じ

て多くの会員が刺激を受けたこと履どから，意義

深い会議であった， ということができよう。

生化学関係の分野からは，参加者が限られてい

たが， ドイツのG.KrampitZ,オランダのP,We-

stbroeK, アメリカのM.A.CrenRmwなどは，

私に少段からぬ刺激を与えてくれた。以下限られ

た紙面で，上記のろ氏の研究を紹介してみたい。

Westbroek(StateUnlv.,Leiden)は， イギリ

スのチョーク産の保存のよいNau唾1usやBele-

mniteを試料として，その中から高分子化合物を

抽出し，それを抗原として抗原一抗体反応，つま

り免疫化学的研究を行なっている｡分子の特異性を

識別するためには，最適の方法であって， との種

の研究の発展は注目に値する。彼は， さらに,Cu--

rie-poinも画rolysis-massspectroscopyを使

って，高分子を熱分解でより小さ丘フラグメント

に分割して分析を行履っている｡ Curie-polnt

pyrolyslsは51 0℃, 0.2～0.8秒という条件

で，温度の再現性がきわめてよいという長所をも

っている。この方法によって，上記の化石から抽

出したフルポ酸のフラクションが多糖類で， フミ

ン酸のフラクションが炭水化物とタンパク質から

丘ることを明らかにしている。

Westbroekは40才く．らいの男で，地質学科の

出身，現在地質学教室で地質の講義をすると同時

に，同じビルディングの生化学教室で，生化学の

研究者とともに，化石の免疫化学的研究を進めて

いゐとのことである。

Crenshaw(Un泣ofNorthCarollna)はK.M

WilbUrの弟子である．彼は，貝殻中の有機物を

不溶性と可溶性のタンパク質に分離し，組織化学
や生化学の手法を使って，それらの性質をきめて
いる。さらにそれが不溶性タンパク質によって構

造規制をうけているという見解を示している。ち
ょうど，歯や骨の石灰化でmatrixvesic1eの

重要性とともに, co11agenによる構造規制が働

いているという最近の説に対応して興味深い。

Krampitz(BonnUmv.)は, 1970年東京で開催

された生物地球化学の国際会議に来日しているか

ら，今回の来日が2度目である。大森昌衛先生の

研究室をでた佐俣哲郎氏が，現在泣ampl.bZ教授

のもとで研究を行なっており，化石研究会とも縁の

深い人である。

同教授の今回の発表は， カキの貝殻中に含まれ

るCa-bindingmoleculeの提示であった。脱灰

して得られた可溶性タンパク質をBiogelP－50,

DEAE-cellulose, SehadexA-25を使って，

50にも及ぶペブタイドフラクションを分離した。

そして，その中で45Caと結合するペプタイドの

主部として, -Gly-Ser-Gly-Val-をあげ，

GlyがCaとの結合に重要丘役割をはたしている

ことを主張した。化石の貝殻にも同様丘ペプタイ

ドが存在するが, Serが他のアミノ酸に置換され

ているという。この事実は，今回私が発表した続

成作用によって生じる，ペブタイド中でのSe【､→

Alaという変化によって説明できるものと考えら

れる。

夜の自由時間に, KrampitZ教授とは化石研の

若い仲間とともに酒をくみ交しながら，十分に討
論する機会をもった。愉快丘時を過すことができ

たが，その中でとくに驚かされた話は， さきに紹

介したCa-bindlngmoleculeをとり出すのに使

った脱灰試料が何と400K9ということであった。

院生も含め1 3人の研究者がこのテーマ1本に取

りくんでいるという，誠にうらやましい話もあっ

た。

パリー盆地の近くのA1x-en-Provenceの恐竜升北海道大学理学部地質学鉱物学教室
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の卵の化石産地は，セザンヌのサント ク・イクト

ワール山の画にえがかれていることでも有名であ

る。この卵の化石をカキの貝殻の研究法と同様の

手法で研究しているという話を聞いていたが，今

回，佐俣氏も共著者となっている下記の論文が送

られてきた。

KrampitZ,G. etal.(1977) :Calcium-blnding

peptj1deindinosaureggshells. Natur-

wissenschaften, 64, S.585 .

今回の会議を通じて， 日本の古生物学界におけ
る生化学分野の層の薄さを痛感させられた。

(書 評）

CPonnamperuma（ed． ） （19？7） ：

Chemical Evolutionof theEarlyPrecambrian｡

221p． , ¥4,490, AcademicPress.

化学進化の研究で著名な編者が所属するメリー

ランド大学で1975年10月29日から11月1日にかけ

て行われたコロキウムで発表された22論文が集

録されている。このコロキウムぱ《Whendidlife

begin？''， ‘､IsthereanyeVidenceforprebio-

tlcprocessesontheEarth？”という2つの疑

問に焦点をあてたもので，地質学・化学・生物学

の各分野の研究者が参加している。

1. J.C.Walker: Originoftheatmosphere

:H1storyofthereleaseofvolatilesfrom

thesolidEarth.

2. R.S1ever :EarlyPrecambrlanWeathering

andsedimentatlon:An impresSionistlc

view.

3． RHurs･betal. :Veryold(>100million

years) rocks lnNorthAmerica.

4. J.J.M.Rodgers ;Threearguementsfor

conもinualevolutionofsialthroughout

geologic ･time.

5. JB.Henderson:Archeangeologyand

evldenceofanolenも ].1fe intheslave

structuralprovince, Canada.

6． C、B、MooreandD.Welch:Oarboncon･te-

ntsof"rmyPrecamlxianrocks.

ス E.J. Griffith:CondensedphosphateS

fromablotiloSysbansinnabure.

8. D.W.NoonerandJ.Oro:Hydrocarbons

andfa"yacids lnoUshaleofPerman.

R T、0．Hoering: !rbestjablelso･topesof.

hydrogeninPrecambrian.

10． M・SchldlwskiandR，E1clynann ;Evolut-

1onoftheterresbrlaloxygenbudget｢ .

11. JW.Schopf:EvldencesofArcheanllfe.

12. JW.Schopf;Bar｣_1esもevidenceoffos-

sユユeucaxyotes.

13. S.M.Awramlk:Paleobiologyofsbrom-

atolltes、

14． M．Rambleretal' :Naturalmechanism

ofprobecthionofabl.ue-greenalglaga-

1nStultravioleb light

15. B.Z.Slegel :Kakabekla,arevlewof

itsphysloJogLcalandenvironmental

featuresandthelrrelationtolbs

possible ancienbafflnities.

16. M.D.Muireljal. :Adiscusslorl ofbio-

genicitycriteri.ainageolOgica].con-

teXtWi.thexamp:l.esfromaveryo]agre-

enstonebelt, alatePrecamln-iandef,ormed

zone,andtectomzedn1anerozoicrockso

1ス 0．Folsome :Synt,hemoorganicnucrosbr-

uc･buresasmodelsystemsforearlyproto-

bionts

18. S・IT,ranclseta」． ;OompariSonoflabora-

torys1l1clfledblue-greenalgaewith

Precambrianmlcroorganisms.

19 ESBarghoorn;moastrl･nandthe

metallogemumproblem.

20． L.Margulis :EvojLutlonofmitoslsand

thelateappearanceofMetazoa,Meta-

phyta, andEungi･

21. D．O.Halle･bal. : 1ron-sulfurprot,elns

andsuperoxldedimubasesln -bheevolutlon

ofpho'bosyntheticbacterjaandalgae.

22. N.S.WhitakerandH.P.Kleln : [,owoxy-

genlevelSandthepalmitoylOoAdeatu-

rase ofyeasb :Relat,iontoprlnllblve

biologlcal evolution.

（秋山雅彦）
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